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Ⅰ．研究の目的と方法

本研究の目的は，本誌本号で報告した「産業革命

と欧米諸国」の授業研究に引き続き，教科書の記述

を事実そのものではなく作品として扱うことによっ

て，その記述が中立公平な絶対的真理ではないこと

を子どもに理解させる批判的教科書活用論の教育効

果を実験的実証的に明らかにすることである1)．具

体的には，「ヨーロッパのアジア侵略」という教科書

紙面を使った中学校社会科授業を開発し実践し意識

調査を行うという研究方法をとることによって，批

判的教科書活用論が教科書の本質を子どもに理解さ

せる上で本当に有効かどうか確かめた．この研究プ

ロセスを整理すると，表１のように示すことができ

る．

本研究は，本学教育学研究科の開講科目「社会科

教育実践特論Ⅱ」の一環として行った．まず，批判

的教科書活用論の授業作りの６段階（「①タイトル・

見出しの分析」「②本文・資料の調査」「③学習課題

と回答の仮設」「④学習課題と回答の修正・確定」「⑤

アウトラインの構想」「⑥教授計画書の作成」）に従っ

て，「産業革命と欧米諸国」及び「ヨーロッパのアジ

ア侵略」の詳細な授業計画案を作成した．次に，本

学附属中学校の２年生を対象に実験授業を行い，意

識調査を実施した．最後に，意識調査の結果を集計

し，批判的教科書活用論の有効性を検討した．本稿

では，「ヨーロッパのアジア侵略」に関する教授計画

書の実際，実験授業の様子，意識調査の結果を報告

しよう（表１の網掛）．

なお，本論文は分担執筆である．そのため，各章

又は各節の末尾に執筆責任者の氏名を記した．論文

の構想及び編集は藤瀬が行った． （藤瀬泰司）

Ⅱ．「ヨーロッパのアジア侵略」の教授

計画書と実験授業の実際

１．教授計画書の実際

本節では，「ヨーロッパのアジア侵略」の紙面を教

材にした教授計画書の概要を説明しよう．「ヨー

ロッパのアジア侵略」の紙面構成は，図１のように

示すことができる．この紙面の執筆者は，「ヨーロッ

パのアジア侵略」というタイトルのもと，主にイギ

リスのアジア侵略の様子を描いていると考えられる．

「イギリスのアジア貿易」という小見出しでは，イギ

リスのアジア侵略の契機となった三角貿易の様子を，

「アヘン戦争」と「インドの植民地化」という小見出

しでは，その貿易によってアヘン戦争とインド大反

乱が起きたことを主に記述している．そして，「ロ

シアのアジア進出」という小見出しでは，日露戦争

の前史を生徒に学習させるためなのか，ヨーロッパ

のアジア進出の事例としてロシアを取り上げ詳述し

ている．執筆者の歴史解釈を以上のように推測する

と，次頁の資料１のような教授計画書を作成するこ

とができる2)．

｢導入」は，教科書が考える学習課題の回答を生徒

に予想させる段階である．「イギリスの三角貿易」

「アヘン倉庫」等の図や絵画を使用して，「イギリス

の三角貿易は，清とインドにどのような影響を与え

ただろうか」という学習課題を設定し，この課題の

回答を生徒に予想させる．生徒たちは，「アヘン戦

争が起きた」「インドの綿産業が打撃を受けた」等の

教科書記述に注目し，課題の回答を予想すると考え

る．「導入」では，学習課題の回答を教科書記述に注

目して予想させ，本時のめあて（イギリスの三角貿

易は清とインドにどのような影響を与えただろう
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か）をしっかりと意識させる．

｢展開１」と「展開２」は，学習課題の回答を生徒

に探求させる段階である．「展開１」では，多くの生

徒が「導入」で予想すると考えられる三角貿易の清

への影響について授業を展開する．絵画「イギリス

の軍艦に砲撃された清の軍船」等を用いて，三角貿

易の結果，アヘン戦争が勃発し，太平天国の乱が発

生したことを把握させる．「展開２」では，これも多

くの生徒が「導入」で予想すると考えられるが，三

角貿易がインドに与えた影響について授業を展開す

る．絵画「インド大反乱」やグラフ「アジアとイギ

リスの綿織物の輸出額」を用いて，三角貿易の結果，

インド大反乱が勃発し，インドの植民地支配が強化

されることを把握させる．「展開１」と「展開２」で
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図１ ｢欧米諸国のアジア侵略」の紙面構成

表１ 教育学研究科開講科目「社会科教育実践特論Ⅱ」の講義日程及び講義内容
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資料１ 批判的教科書活用論に基づく「ヨーロッパのアジア侵略」の授業の実際

１．授業の目標

イギリスの三角貿易によって，①清ではアヘン戦争が起き，その後，太平天国の乱が広がるとともに，②イ

ンドではインドの大反乱が起き，その後，植民地支配が強まったことを説明できる．また，③イギリスと並ん

でロシアが詳しく記述されている理由を考えることを通して，教科書の内容が執筆者によって選択されている

ことに気づくことができる．

２．授業の展開
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は，生徒が予想した学習課題の回答を確認・修正す

ることによって，産業革命が清とインドに与えた影

響を具体的に理解させ，教科書が想定する回答の全

体像を把握させる．

｢終結」は，紙面構成の意図を探求させる段階であ

る．まず，本時の課題を再提示し，三角貿易が清と

インドに与えた影響を振り返らせる．そして，この

後は，通常であれば，教科書で省略された三角貿易

の影響を説明し，それを教科書に掲載すべきか否か

生徒に考えさせる．しかしながら，今回は，このよ

うな授業設計をしなかった．なぜなら，学習課題の

回答を吟味させる活動を組織すると，小見出し「ロ

シアのアジア進出」の内容を授業時間内に取り扱う

ことができない可能性があったからである．そこで，

今回は，地図「19世紀中ごろのユーラシア」を提示

してフランスやオランダ，アメリカ等，様々な欧米

諸国がアジアに進出していることを説明した後，「執

筆者はなぜ，フランスやアメリカではなく，ロシア

を取り上げ，その侵略の様子を詳しく記述している

のだろうか」という問いを投げかける．そうすれば，

教科書は執筆者が事実を選択しそれを記述した作品

であることに気づかせることができよう．「終結」

では，執筆者がロシアを取り上げ詳しく記述した事

実に注目させて，その理由を考えさせることによっ

て，教科書が単なる客観的事実の集積ではないこと

に気づかせる．

以上のように，「ヨーロッパのアジア侵略」の紙面

を批判的教科書活用論に基づき授業化することに

よって，教科書が考える三角貿易の影響を生徒に「予

想」「探求」させるとともに，紙面構成の意図を「探

求」させる授業を構成した．この授業を通して，教

科書の紙面は執筆者の意図のもと事実が選択され構

成されていることに気づくことができるため，教科

書の記述が相対的な真理に過ぎないことを理解でき

よう．次項では，この教授計画書をもとにした実験

授業の詳細を報告しよう． （古賀亮寛）

２．実験授業の実際

｢ヨーロッパのアジア侵略」の実験授業の実施状

況は表２の通りである．本項では，２年３組で実施

した実験授業の様子を紹介する．というのも，この

授業が同一人物による２回目の授業であったため，

４回の実験授業の中では最も計画通りに授業が進行

したからである．以下，教授計画書の「導入」「展開
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＜授業資料＞

①図「イギリスの三角貿易」②絵画「イギリスの軍艦に砲撃された清の軍船」③絵画「アヘン倉庫」④地図「19

世紀中ごろのユーラシア」⑤グラフ「アジアとイギリスの綿織物の輸出額」⑥絵画「インド大反乱」⑦図「産

業革命以前の貿易」（『資料カラー歴史』浜島書店，2012年，等をもとに作成）⑧図「産業革命以後の貿易」（『資

料カラー歴史』浜島書店，2012年，等をもとに作成）⑨文章「南京条約」（『資料カラー歴史』浜島書店，2012

年）⑩教科書「ベトナムの歴史」（ファン・ゴク・リエン『ベトナムの歴史』明石書店，2008年）



１」「展開２」「終結」に即して授業の実際を説明し

よう．

｢導入」では，イギリス・清・インドで行われた貿

易を３つの時代（①産業革命以前②産業革命以降③

アヘン取引以降）に分けて，銀が当時のお金であっ

たことを理解させつつ，各時代でどこの国が利益を

上げているか考えさせた．なお，アヘン取引以降の

三国間貿易を扱う際には「アヘン倉庫」の絵画資料

と地図帳を用いてどれがアヘンか，どのようなルー

トでインドから清に運ばれたか等を確認した．そし

て，アヘンが取り引きされるようになって，イギリ

スが最も利益を上げるようになる三角貿易のしくみ

を理解させた．その上で，「イギリスによる三角貿

易は清とインドにどのような影響を与えたのか」と

いう本時の学習課題を提示し，それに対する予想を

ワークシートに箇条書きで記入させ，数名に発表さ

せた．生徒が授業中に発表した予想は，清への影響

に集中していたが（資料２参照），後日回収したワー

クシートを見るとインドへの影響を箇条書きした生

徒も少なくなかった．

｢展開１」では「導入」で生徒の発表が集中した清

への影響について授業を展開した．絵画「イギリス

の軍艦に砲撃された清の軍船」や資料集を用いて，

アヘン戦争が清とイギリスの間に起こり清が負けた

ことや，敗戦後に締結された南京条約の不平等な内

容について確認した．そして，こうした政治的混乱

によって，農民たちの不満が高まり太平天国の乱が

広がったこと，その混乱の中，イギリス・フランス

に再度攻められたことを理解させた．

｢展開２」では生徒の発表があまり集中しなかっ

たインドへの影響について授業を展開した．絵画

「インド大反乱」を用いて，インド兵しか描かれてい

ないことに気づかせ，「なぜ，インド兵しか描かれて

いないのに『インド大反乱』というのか」「なぜ一般

の人々から王侯まで参加する大規模な反乱に発展し

たのか」という問いを投げかけ，イギリスの綿製品

によってインドの綿産業が大打撃を受けた結果，民

衆の不満が高まったことをグラフ「アジアとイギリ

スの綿織物の輸出額」を使って理解させた．そして，

インド大反乱の後，イギリスによる植民地支配が強

化されていくことを教科書の年表で確認させた．

｢終結」では，まず，学習課題に対する回答を，板

書（資料２）を使って授業者が説明し学習を振り返

らせた．その後，紙面構成の意図を考えさせる授業

を行った．地図「19世紀中ごろのユーラシア」を用

いて，アジアに侵略している国々を答えさせた．そ

して，それらの国のなかでも教科書にはロシアが詳

しく記述されていることを確認し，ロシアの近代化

政策の中身を教科書の「用語解説」や年表等を用い

て理解させていった．その上で「みんなが使ってい

る教科書ではヨーロッパ諸国の中でも，なぜ，ロシ

アが詳しく記述されているのだろうか」という問い

を投げかけ，自分の考えをワークシートに記入させ

た．その際，「日本以外の東南アジアの国々の教科

書では，同じようにロシアについて記述されている

と思うか」というヒントを与えて自分の考えを記入

させ，数名に発表させた．

机間指導した際に多かった生徒の考えは，「明治

時代に入ると『日露戦争』が起こるからではないか」

という意見であった．また「シベリア出兵」「ロシア

革命」というキーワードを使って自分の考えを書い

ている生徒や「ロシアがその当時から現代に至るま

で世界の主要な国になってきたから」という意見を

記入している生徒も見られた．

そして最後に，日本語に翻訳されているベトナム

の国定歴史教科書を紹介し，ベトナムの教科書では

フランスについて詳しく記述されていることを確認

させて授業を終了した．後日回収したワークシート

には，「ベトナム史には植民地支配していた国であ

るフランスのことが書いてあったから，教科書には

『各国の関わりが深い国のことが書いてあると思

う』」との記述が見られ，この段階を通して生徒たち

は教科書が執筆者の意図のもとで記述されているこ

とに気づくことができたのではないかと考える．

次のⅢ章では，この実験授業後に実施した意識調

査の計画と結果について報告しよう． （内田開）
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表２ 実験授業の実施状況

資料２ ｢ヨーロッパのアジア侵略」の板書の実際



Ⅲ．「ヨーロッパのアジア侵略」に関する

意識調査の計画と結果

１．意識調査の計画

⑴意識調査の作成視点

｢ヨーロッパのアジア侵略」の実験授業の実施に

先立って，実験授業の教育効果に関する仮説を表３

の通り設定した．なぜなら，実験授業に先立ってそ

の教育効果に関する仮説を立てない限り，生徒に対

する調査事項を具体的に決めることができないから

である．

本研究の第１の仮説は，表３の横軸に関すること

であるが，批判的教科書活用論の授業作りは教科書

嫌いの生徒よりも教科書好きの生徒に効果がある，

というものである．なぜなら，教科書好きな生徒ほ

ど，教科書を見たり読んだりして自分なりの事象解

釈を立てて授業に臨んでいると考えられるからであ

る．そのため，実験授業で執筆者の解釈をしっかり

と学習すれば，自分の立てた事象解釈との異同を自

覚できるため，より授業を面白いと感じたり教科書

に対するイメージがより変化したりする可能性が高

いのではないだろうか．以上のような理由により，

教科書好きの生徒と教科書嫌いの生徒を分類する軸

を設定した．

本研究の第２の仮説は，表３の縦軸に関すること

であるが，批判的教科書活用論の授業作りはあまり

予習しない生徒よりもしっかりと予習する生徒に効

果がある，というものである．なぜなら，教科書を

よく予習する生徒ほど，執筆者の解釈を直観したり

予想したりしている可能性があるからである．その

ため，実験授業で執筆者の解釈をしっかりと学習す

れば，自分の直観や予想との異同を自覚できるため，

より授業を面白いと感じたり教科書に対するイメー

ジがより変化したりする可能性が高いのではないだ

ろうか．以上のような理由により，あまり予習をし

ていない生徒としっかりと予習をしている生徒を分

類する軸を設定した．

これら２つの軸を交差させると，４つの生徒群を

考えることができる．第１群は「教科書嫌い・予習

しない」生徒群である．この生徒群は，自分なりの

事象解釈も立てず執筆者の解釈も直観・予想せずに

授業に臨むため，あまり効果は期待できないと考え

る．第２群は「教科書好き・予習しない」生徒群で

ある．この生徒群は，教科書を見たり読んだりして

自分なりの事象解釈を立てて授業に参加する可能性

があるため，ある程度の教育効果を期待できると考

える．第３群は「教科書嫌い・予習する」生徒群で

ある．この生徒群は，執筆者の解釈を直観・予想し

て授業に参加する可能性があるため，第２群同様，

ある程度の教育効果を期待できると考える．第４群

は「教科書好き・予習する」生徒群である．この生

徒群は，自分なりの事象解釈を立てたり執筆者の解

釈を直観・予想したりして授業に参加する可能性が

高いため，これら４つの生徒群の中では実験授業の

効果が最も期待できると考える．

⑵意識調査の質問事項

以上のような研究仮説を検証するために，意識調

査を計画した．計画した意識調査の主な質問事項は，

次頁の資料３のように整理できる．

実験授業の実施前に行う意識調査の目的は，実験

授業に参加する附属中学校の生徒たちが上述した４

つの生徒群のいずれのタイプになるのか調べること

である．質問事項１では，生徒の教科書に対する好

き嫌いを把握するために，「社会科の教科書を見た

り読んだりするのは好きですか」という問いを設定

した．質問事項２では，生徒が日頃行っている予習

の程度を量的に把握するために，「学校や塾の授業

のとき以外で社会科の教科書をよく開きますか」と

いう問いを設定した．質問事項３では，生徒が日頃

行っている予習の程度を質的に把握するために，「学

校や塾の授業のとき以外で教科書を開く時，教科書

をどのように使用していますか」という問いを設定

した．このように，実験授業の実施前に行う意識調

査では，教科書の好き嫌いを確認する質問や予習の

程度を量的質的に把握する質問を設定することに

よって，実験授業に参加する生徒一人ひとりの教科

書に対する意識や態度のあり方を把握する調査を計

画した．

実験授業の実施後に行う意識調査の目的は，実験

授業による教育効果の有無や程度を調べることであ

る．そこで，質問事項１では，実験授業が生徒の関

心・意欲・態度の向上に与える影響を測定するため

に，「『ヨーロッパのアジア侵略』の授業は面白かっ

たですか」という問いを設定した．質問事項２では，

実験授業が生徒の知識・理解の獲得に与える影響を
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表３ 実験授業の教育効果に関する仮説



測定するために，「『ヨーロッパのアジア侵略』の授

業は分かりましたか」という問いを設定した．質問

事項３では，実験授業が生徒の教科書理解に与える

影響を測定するために，「『ヨーロッパのアジア侵略』

の授業を受けて，これまで持っていた教科書に対す

る考え方やイメージに変化はありましたか」という

問いを設定した．このように，実験授業の実施後に

行う意識調査では，実験授業の教育効果を関心・意

欲・態度，知識・理解，教科書理解という３つの側

面から測定する調査を計画した．

次節では，この意識調査の集計結果を分析して，

実験授業の効果を詳しく見ていこう． （藤瀬泰司）

２．意識調査の結果

⑴調査結果の概要

｢ヨーロッパのアジア侵略」の実験授業後に実施

した意識調査の結果は次頁の表４の通りである．質

問紙は各授業の終了後に配布し，後日，附属中学校

の教員が回収した．123人分を回収し回収率は79％

であった．調査結果の考察を行う前に，調査結果を

概観しよう．

まず問１の「授業は面白かったですか」について．

アの「とても面白かった」とイの「どちらかと言え

ば面白かった」を選んだ生徒が学年全体で98人

（79.7％）おり，本授業が多くの生徒の興味・関心を

高めたことがわかる．次に問２の「授業は分かりま

したか」について．アの「よく分かった」を選んだ

生徒とイの「どちらかと言えば分かった」を選んだ

生徒が学年全体で92人（74.8％）おり，本授業が多

くの生徒の歴史理解を促したことがわかる．最後に

問３の「教科書に対する考え方やイメージに変化は

ありましたか」について．アの「非常に変化があっ

た」を選んだ生徒とイの「どちらかと言えば変化が

あった」を選んだ生徒が学年全体で55人（52.8％）

おり，本授業が過半数の生徒の教科書に対するイ

メージを変化させたことがわかる．

ただし，これらの数値は，「産業革命と欧米諸国」

の場合と比べると必ずしも高くない．本授業と「産

批判的教科書活用論に基づく中学校社会科授業開発（２）
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資料３ 実験授業の実施前と実施後に行った生徒意識調査の主な質問事項



業革命と欧米諸国」の意識調査の結果を比較すると，

表５のように示すことができる．まず問１．本授業

ではアの「とても面白かった」とイの「どちらかと

言えば面白かった」を選んだ生徒の割合が79.7％で

あったのに対して，「産業革命と欧米諸国」ではアと

イを選んだ生徒の割合が80.7％であり，1.0ポイン

ト下回っている．次に問２．本授業ではアの「非常

に分かった」とイの「どちらかと言えば分かった」

を選んだ生徒の割合が74.8％であったのに対して，

「産業革命と欧米諸国」ではアとイを選んだ生徒の

割合が86.0％であり，11.2ポイント下回っている．

最後に問３．本授業ではアの「非常に変化があった」

とイの「どちらかと言えば変化があった」を選んだ

生徒の割合が52.8％であったのに対して，「産業革

命と欧米諸国」ではアとイを選んだ生徒の割合が

60.0％であり，7.2ポイント下回っている．いずれ

の項目も，本授業の意識調査の結果は，「産業革命と

欧米諸国」のそれを下回っているわけである．

それでは，なぜこのような結果になったのだろう

か．とりわけ，生徒の教科書観の変容をめざす本研

究にとって，教科書のイメージ変化を問う問３の数

値が7.2ポイントも下回った事実は看過できない．

次項では，この点について考察を加えよう．なお，

次項で本来すべきことは，前節で示した２つの研究

仮説の検証である．本研究でも仮説の検証を試みた

が，「産業革命と欧米諸国」の授業研究と全く同じ結

論しか導くことができなかった．そこで，今回は，

上述の問いに答えることをもって調査結果の考察と

したい．

⑵調査結果の考察

本授業が「産業革命と欧米諸国」に比べて生徒の

教科書イメージを変化させることができなかった理

由は，次の２点であると考える．第１の理由は，本

授業が生徒の網羅的教科書紙面観を変革できなかっ

たことである．「産業革命と欧米諸国」では，産業革

命と欧米諸国の変化は関連付けて記述されていない

と思っていた生徒の羅列的紙面観を変容する授業が
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表４ ｢ヨーロッパのアジア侵略」の授業後に実施した意識調査の結果

表５ ｢産業革命と欧米諸国」と「ヨーロッパのアジア

侵略」の意識調査の結果比較



構成されていた．それに対して，「ヨーロッパのア

ジア侵略」は，生徒の教科書紙面観を変容させるよ

うに授業を構成することが不可能であった．なぜな

ら，生徒は，三角貿易とアヘン戦争やインド大反乱

は関連付けて記述されていると考えており，授業開

始前に調和的教科書紙面観を既に形成していたから

である．その結果，こうした生徒の紙面観を維持す

る授業しか作ることができず，生徒の羅列的教科書

紙面観の変革をめざした「産業革命と欧米諸国」の

場合ほど，授業の学習効果を実感させることができ

なかったのではないだろうか．

第２の理由は，本授業が生徒の網羅的教科書文章

観を変革できなかったことである．「産業革命と欧

米諸国」では，戦争の近代化や標準時の設定等，教

科書では省略されている産業革命の影響を取り上げ

ることによって，教科書はあらゆる事象が網羅され

ているのではなく執筆者によって選択されていると

いう選択的教科書文章観を形成する授業が構成され

ていた．それに対して，「ヨーロッパのアジア侵略」

は，教科書で省略されている三角貿易の影響を取り

上げ吟味させる授業を構成すると，時間内に紙面を

消化できなくなる恐れがあったため，そのような授

業が構成できなかった．その結果，生徒の網羅的教

科書文章観を変革できず，選択的教科書文章観の形

成をめざした「産業革命と欧米諸国」の場合ほど，

授業の学習効果を実感させることができなかったの

ではないだろうか．

本授業が「産業革命と欧米諸国」に比べて生徒の

教科書イメージを変化させることができなかった理

由は以上の２点に集約できる．「産業革命と欧米諸

国」の授業研究で明らかにした通り，批判的教科書

活用論は，生徒の①網羅的教科書文章観，②装飾的

教科書資料観，③羅列的教科書紙面観を変革する可

能性を秘めた理論である．本授業の場合は，「ヨー

ロッパのアジア侵略」という紙面の特性上，生徒の

網羅的教科書文章観や羅列的教科書紙面観を変革す

ることは難しかった．したがって，生徒の装飾的教

科書資料観の変革に重点を置いた授業を構成すべき

であったと考える．具体的には，教科書掲載資料に

ついて生徒が考えつかない問いをさらに増やすこと

によって，１枚の資料から様々なことがわかること

を実感させ，実用的教科書資料観を形成する授業を

構成すべきであった．そうすれば，意識調査の問３

においてアの「非常に変化があった」とイの「どち

らかと言えば変化があった」を選ぶ生徒の割合がよ

り増加したのではないかと考える． （青木秀憲）

Ⅳ．研究の成果と課題

本研究では，批判的教科書活用論は，生徒に教科

書が中立公平な絶対的真理ではないことを理解させ

る上でどの程度有効かという問いに答えるべく，中

学校の歴史授業を開発し実験授業を行った．本研究

の成果と課題は次の通りである．

本研究の成果は，批判的教科書活用論を利用する

際の留意点が明らかになった点である．「産業革命

と欧米諸国」という紙面は，批判的教科書活用論に

基づいて授業化すると，生徒の①網羅的教科書文章

観，②装飾的教科書資料観，③羅列的教科書紙面観

を同時に変革する授業を作ることができた．それに

対して，本研究で使用した「ヨーロッパのアジア侵

略」という紙面は，生徒の網羅的教科書文章観や羅

列的教科書紙面観を変革する授業を作りにくい構成

になっていた．批判的教科書活用論を適用する場合

には，適用対象となる教科書紙面の特性をしっかり

と把握する必要がわかった．

本研究の課題は，生徒がもっている①教科書文章

観，②教科書資料観，③教科書紙面観の変容を的確

に測定する方法を開発することである．この方法を

開発できれば，批判的教科書活用論の有効性をより

実証的に明らかにすることができる．

今後も，批判的教科書活用論に基づく社会科授業

を開発・実践して，理論の精度を高めていきたい．

（藤瀬泰司）
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